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研究成果の概要（和文）：日本のがんの罹患および死亡に関するシミュレーションモデルの構築、数理分析およ
び予防危険因子に関する疫学的解析を実施し、胃内視鏡検診の対象年齢および受診間隔の最適条件、大腸がん検
診において国のがん対策推進基本計画の目標値である受診率50%、精検受診率90%が達成された場合の死亡率減少
効果、過去のB型・C型肝炎対策によるキャリア数の減少効果よび死亡率減少効果、包括的たばこ対策の実施によ
る将来の死亡数減少効果の推計、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルスのgenotype別感染率、前立腺
がんが早期がんで著明に増加し、遠隔転移がんおよび死亡で減少が顕著でないことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We developed simulation models for cancer incidence and mortality and 
conducted population-based analysis on preventive/risk factors in Japan. For stomach cancer, we 
elucidated an optimal condition of endoscopic cancer screening. For colorectal cancer, we quantified
 the effect in mortality reduction of realizing the national goal of screening: 50% participation 
rate and 90% detailed examination rate. For hepatocellular carcinoma, we revealed the effect of the 
ongoing national programs for hepatitis control in the number of carriers and deaths by 
hepatocellular carcinoma. For prostate cancer, we found an evident increase in localized cases 
without any clear decrease in distant cases or mortality. For prevention/risk factors, we estimated 
the effect of comprehensive tobacco control policies on mortality reduction, and the national 
prevalence of human papilloma virus by genotype. These findings are useful to implement 
evidence-based cancer controls in Japan. 

研究分野： 疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国において、疾病の予測モデルは新型コロナウイルス感染症など感染症疫学とその対策には広く使われてい
るが、慢性疾患については発展途上である。本研究により胃がん、大腸がん、肝細胞がん、喫煙起因死亡につい
て妥当性の確認されたシミュレーションモデルが構築されたことは学術的に大きな進歩である。日本のがん対策
においては、予防、検診、治療いずれもガイドラインが策定されているが、その実施や普及による効果や最適な
実施条件が明らかでなかった。本研究によりがん検診の最適条件の検討や国の目標値の実現効果など評価が一部
可能になったことで、科学的根拠に基づくがん対策の立案が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
集団におけるがんの罹患率および死亡率は、対策によってある程度コントロールが可能であ

る。具体的には、がんの発生要因である感染や喫煙を減らす予防対策、死亡率減少効果のあるが
ん検診、生命予後の改善につながる治療を広く普及させることにより、がんの罹患または死亡を
減らすことができる。しかし、対策によって適用範囲、効果の大きさ、必要な資源が異なること
から、いずれの対策を選択すべきかは集団によって異なる。例えば、肺がん対策として、日本で
は喫煙対策、検診、新たな薬剤の開発と普及が同時に行われているが、開発途上国では喫煙対策
が中心である。国民医療費の増大と生産年齢人口の減少、あるいは新型コロナウイルス感染症の
ような新たな社会問題の発生に伴って、今後日本でも保健医療対策の優先順位決定の必要性が
生じると考えられる。 
 疾病の罹患や死亡を減らすための対策や治療の効果は、大規模な疫学研究や臨床試験で検証
され、ガイドラインで推奨レベルが決定される。しかし、予防、検診、治療の各分野で新たな集
団介入の手法が開発されており、それらの組み合わせや対象年齢の設定などについて実証的研
究ですべての答えを出すのは困難である。 
 この問題を解決するための手法がシミュレーション研究である。米国では、National Cancer 
Institute が CISNET（https://cisnet.cancer.gov/）というプロジェクトを立ち上げ、乳がんの死
亡率減少におけるマンモグラフィーと補助化学療法の効果の寄与を定量化した結果や[1]、大腸
がん死亡率において予防、検診、治療の中で検診の効果が最も大きいという結果ことが示されて
いる[2]。感染症分野では、肝炎ウイルス検査と直接作用型抗ウイルス薬（DAA）の普及により
C 型肝炎ウイルス感染を 22 年後に希少疾患（1500 人に 1 人以下）に減らせるという試算も出
されている[3]。これらのアプローチは、疾病対策のガイドライン作成において標準的な手法と
して位置づけられている[4]。 
 日本では、申請者らが、がんの罹患率および死亡率の変化について、部位別の寄与度の推計や、
予防危険因子、検診、診断、および治療の効果の要因分析を行い、例えば前立腺がんの増加が
PSA（prostate specific antigen）検診の普及の影響であることなどを示してきた[5, 6]。しかし、
これらの分析は定性的なものにとどまり、各要因がどの程度これらのがんの増減の変化に影響
しているかの解明には至っていない。限られた資源でより効果的、効率的に国民の疾病負荷を減
らすためには、過去の罹患率および死亡率の変化の原因の解明と、将来の介入効果の予測が可能
なシミュレーションモデルが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、がんの部位別に罹患・死亡のシミュレーションモデルを構築し、過去の変化の要因
分析および将来の介入効果・費用の予測を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
【胃がん】 
胃がんの予防危険因子、内視鏡検診、前がん病変から前臨床、臨床胃がんの成長、死亡までを表
現した日本人集団のマイクロシミュレーションモデルを構築した。内視鏡検診の開始年齢（40、
45、50 歳）、終了年齢（75 歳、80 歳、なし)、および受診間隔(2 年、3 年)の組み合わせで政策
シナリオを設定し、質調整生存年数（QALY）をアウトカム willingness-to-pay を 500 米ドル
/QALY として費用対効果分析を行った[7]。その結果、開始年齢 50 歳、終了年齢 75 歳、3年毎の
受診が最も費用対効果が優れていた（検診なしと比べて 45,665 米ドル/QALY の増加、63%の生涯
胃がん死亡率減少、人口千人当たり 27.2QALY の増加）。この結果は感度分析の結果でも同様であ
った。本研究により、日本における胃がん内視鏡検診の最適な条件が明らかとなった。 
【大腸がん】 
大腸がんの便潜血検診、前がん病変である腺腫、前臨床、臨床大腸がんの成長、死亡までを表現
した日本人集団のマイクロシミュレーションモデルを構築した[8]。がん対策推進基本計画の目
標として設定されている検診受診率 50%、精密検査受診率 90%が実現した場合の大腸がん年齢調
整死亡率減少効果を当該モデルにより推計した。その結果、検診受診率 50%の実現で死亡率 3.7%
減、精検受診率 90%実現で死亡率 5.7%減、両方の実現で死亡率 9.4%減の実現が可能だと推計さ
れた。これらの結果は、国のがん対策推進基本計画における死亡率の数値目標設定と評価に有用
である。 
【肝臓がん】 
ウイルス性肝炎（B型、C型）の無症候性キャリア、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん、死亡まで
を表現したシミュレーションモデルを構築した。2000 年の肝炎ウイルス検査受検・医療機関受
療率、抗ウイルス療法著効率、肝細胞がん死亡率を固定したシナリオと、2015 年までの治療著
効率の改善状況などを反映させたシナリオ間で、肝炎ウイルスキャリア数および肝細胞がん死
亡数を比較することで、肝炎対策の効果の推定を行った。その結果、C 型肝炎キャリア数は 2008
年ごろから、肝細胞がん死亡数は 2010 年前後から差がみられ、2015 年までの改善状況を反映し



たシナリオのほうが少なくなっていた。この結果により、2000 年以降の肝炎対策、治療の進歩
の効果を定量的に示すことができた。 
【前立腺がん】 
 前立腺がんの PSA 検査普及の影響を記述疫学的に検討するために、山形、福井、長崎の 3県の
高精度地域がん登録データを用いて、臨床進行度別のトレンド分析を実施した。臨床進行度不明
例に multiple imputation で補完し、1993～2014 年の臨床進行度別前立腺がん年齢調整罹患率
トレンドに Joinpoint 回帰分析を適用した[9]。その結果、限局（がんが前立腺にとどまる症例）
は 1993 年から 2000 年まで横ばい、2000 年から 2003 年まで統計学的に有意でない増加をした後
（年変化率+41.8%）、2014 年まで有意に増加した（年変化率+4.1%）。一方、遠隔転移症例は 1993 
年から 2004 年まで有意に増加し（年変化率+2.4%）、その後 2014 年まで有意に減少した（年変化
率-2.2%）。最後の遠隔転移症例の有意な減少は、感度分析として行った死亡票のみ症例を除外し
た分析では有意ではなくなった（年変化率-1.5%）。2000 年から 2003 年にかけては PSA 検診が自
治体に普及した時期と一致しており、早期がんの著明な増加の背景に PSA 検診の普及が関係し
ていることが推察された。この時期以降は前立腺がんの遠隔転移症例の罹患率減少が微減にと
どまっており、死亡率も同様であることから、PSA 検査による進行がん罹患率および死亡率減少
効果は限定的であることが示唆された。 
【子宮頸がん】 
子宮頸がんワクチンの普及効果の推定に用いる基礎資料の策定のために、日本女性における HPV
の genotype 別感染率のメタアナリシスを実施した[10]。PubMed, Embase、および医学中央雑誌
のデータベースから、2021 年 3 月時点で、日本人女性の子宮頸部細胞診正常例、軽度・高度異
常例、浸潤がん例についての HPV genotype 別感染率の論文を抽出した。80数研究、約 50万例
のデータが抽出され、genotype 別、年齢階級別の HPV 感染率の統合値と 95%信頼区間を算出し
た。結果については論文投稿準備中である。 
【その他のがん】 
食道、膵臓、胆嚢・胆管、乳房（女性）、子宮体部、膀胱、腎・尿路、甲状腺、悪性リンパ腫な
どのがんについても、罹患率および死亡率のトレンド分析を行い、日本においてがんの年齢調整
罹患率が減少局面に入っていることを明らかにし、がん種別の要因について文献的に考察した
[11]。 
【たばこ対策】 
国民健康・栄養調査の性別・年齢階級別の現在喫煙率の年次推移データから集団レベルの禁煙率
を推定し、人口動態統計の全死因死亡率および出生率の将来推計を加味したモデルを構築した。
このモデルに先行研究に基づくたばこ対策の効果を組み合わせて、現状維持シナリオ、包括的た
ばこ対策履行シナリオの 2つについて将来の死亡数を比較した。その結果、包括的たばこ対策履
行により 2100 年までに男女計で数十万人の死亡が回避できると推計された（暫定結果）。肺がん
についてもサブ解析での推計が可能となった。最終的な推計結果については論文投稿準備中で
ある。 
【まとめ】 
本研究により、胃がん、大腸がん、肝細胞がん、およびたばこ対策について政策活用が可能なシ
ミュレーションモデルが構築できた。当初は肺がん、女性乳がん、子宮頸がん、前立腺がんにつ
いてもモデル構築および政策活用まで実施する予定であったが、これらについては予備的解析
にとどまった。がんのシミュレーションモデルを用いた研究はわが国では発展途上であり、デー
タの入手可能性、学際的な人的リソースの確保と育成など課題が多い。一方、新型コロナウイル
ス感染症の流行で医療資源の配分など人口集団全体の疾病予測モデルは今後ニーズが高まるこ
とが予想される。医療経済学など他の医学領域、感染症など他の疾患領域、工学など他の学問領
域と連携して、この研究分野をより発展させていく必要がある。 
 
４．研究成果 
日本のがんの罹患および死亡に関するシミュレーションモデルの構築、数理分析および予防危
険因子に関する疫学的解析を実施し、胃内視鏡検診の対象年齢および受診間隔の最適条件、大腸
がん検診において国のがん対策推進基本計画の目標値である受診率 50%、精検受診率 90%が達成
された場合の死亡率減少効果、過去の B型・C型肝炎対策によるキャリア数の減少効果よび死亡
率減少効果、包括的たばこ対策の実施による将来の死亡数減少効果の推計、子宮頸がんの原因と
なるヒトパピローマウイルスの genotype 別感染率、前立腺がんが早期がんで著明に増加し、遠
隔転移がんおよび死亡で減少が顕著でないことを明らかにした。 
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松本綾希子、高橋宏和、中山富雄

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

乳癌検診において単回の要精検率が累積偽陽性率に及ぼす影響

第29回乳癌検診学会学術総会 　ワークショップ　福井

大腸がん検診精検受診率向上を目的とした、県主導による精度管理体制の構築について

都道府県が市区町村に指導および推奨するがん検診内容の実態

 １．発表者名

松本綾希子、高橋宏和、中山富雄



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本消化器がん検診学会総会 付置研究会 岡山

第92回日本産業衛生学会総会　名古屋

 ３．学会等名

 ２．発表標題

高橋宏和、中山富雄

笠原善郎、鈴木昭彦、植松孝悦、角田博子、高橋宏和

雑賀公美子、松田一夫、高橋宏和、 町井涼子、斎藤 博

 ３．学会等名

第42回日本がん疫学・分子疫学研究会総会 シンポジウム　東京

第27回日本乳癌学会学術総会　シンポジウム　新宿

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

がん検診における普及と実装

高濃度乳房問題に関する現状と課題

がん検診のプロセス指標の基準値の設定手法について

レセプトを用いた職域がん検診の精度 管理指標の算出手法の検討

 １．発表者名
小川俊夫、喜多村祐里、高橋宏和、飯地智紀、山口真寛、武藤正樹、今村知明、祖父江友孝



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

World Cancer Congress, Kuala Lumpur, Malasia（国際学会）

The 40th Annual IACR Conference, Alequipa（国際学会）

Fukui, K., Ito, Y., Kamo, K., Katanoda, K., Nakayama, T.

片野田耕太

福井敬祐, 加茂憲一, 伊藤ゆり, 片野田耕太, 中山富雄

第29回日本疫学会学術総会, 東京

第29回日本疫学会学術総会, 東京

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Estimation of effects of colorectal cancer screening by Fecal Occult Blood Test for reduction in colorectal cancer mortality
based on micro-simulation model

日本での新たな学問領域の必要性と可能性

マイクロシミュレーションモデルを用いた大腸がん検診における受診年齢上限の検討

Benefits and harms of gastric cancer screening and prevention in Japan: A microsimulation modeling analysis

 １．発表者名
Leung, C.Y., Huang, H.-L., Saito, E., Nomura, S., Katanoda, K., Matsuda, T., Shibuya, K



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地域がん登録全国協議会第27回学術集会, 沖縄

地域がん登録全国協議会第27回学術集会, 沖縄

片野田耕太

齋藤英子, 片野田耕太, 堀芽久美, 松田智大

堀芽久美, 齋藤英子, 高松寛子, 片野田耕太

片野田耕太, 堀芽久美, 齋藤英子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

J-CIPシンポジウム　がん登録の未来-患者・地域に解決をもたらすデータサイエンスへの進化のために-国ができること

がん登録データにおける欠損値補完のための多重代入法の検討

全国がん登録データを利用した疾病地図表示ツールの開発に向けて

国および都道府県のがん75歳未満年齢調整死亡率の予測値

 １．発表者名

 １．発表者名

地域がん登録全国協議会第27回学術集会, 沖縄

地域がん登録全国協議会第27回学術集会, 沖縄



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 77th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, Osaka, Japan（国際学会）

The 77th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, Osaka, Japan（国際学会）

Katanoda, K., Hori, M., Saito, E.

Katanoda, K

Hori, M., Saito, E., Matsuda, T., Shibata, A., Katanoda, K.

秋田智之，坂宗和明，杉山文，瀬戸山浩子，考藤達哉，田中純子

The 40th Annual IACR Conference, Alequipa（国際学会）

第29回日本疫学会学術総会, 東京

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cancer statistics -past trends and future perspectives.

Trends in cervical cancer statistics and effects of HPV control

Distribution and incidence of ovarian cancer by histologic subtypes in Japan

肝炎ウイルス検査受検率に関連する促進要因：層化二段無作為抽出による国民調査から

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回日本疫学会学術総会, 東京

第48回日本消化器がん検診学会東海北陸地方会，岐阜（招待講演）

第62回中国四国合同産業衛生学会，島根

第40回日本消化吸収学会総会，千葉（招待講演）

田中純子

大久真幸，杉山文，秋田智之，栗栖あけみ，芥田憲夫，田中純子

田中純子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

大久真幸，木村哲，田中純子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

病因論に基づいた肝癌対策としての肝炎ウイルス対策の現状と課題

NAFLD患者の肝病態推移に関する理論疫学的研究－糖尿病の有無別にみた長期予後の比較－

疫学的視点から見たウイルス肝炎の現状と課題
 ２．発表標題

HIV/HCV重複感染の肝病態推移に関する理論疫学的研究

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本肝臓学会（JDDW 2018)，神戸

第22回日本肝臓学会（JDDW 2018)，神戸

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Mino M, Sugiyama A, Tanaka J

Yoshio S, Doi H, Shimagaki T, Sakamoto Y, Kawai H, Osawa Y, Korenaga M, Mita E, Katayama K , Tanaka J, Kanto T

Nishida N, Sasaki Y, Tanaka J, Kanto T

Ko Ko，大久真幸，杉山文，秋田智之，田中純子

AASLD The Liver Meeting 2018，SAN FRANCISCO, USA（国際学会）

AASLD The Liver Meeting 2018，SAN FRANCISCO, USA（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Epidemiology of hepatitis B virus in Japan and Asia

CXCL13 and IL-21 Are Potential Biomarkers Associating with HBsAg Loss in Patients with acute or Chronic Hepatitis B

Establishment and Application of the Dried Blood Spots(DBS) Genotyping of Genes Involving in HBV infection or Pathogenesis:
A comparative Analisis of Healthy Donors and Patients with Chronic HBV Infection

Systematic Review and Meta-analysis on prevalence of Hepatitis B and C infection in Myanmar

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本肝臓学会（JDDW 2018)，神戸

25th International Symposium on Hepatitis C virus and Related Viruses(HCV2018), アイルランド, ダブリン（国際学会）

Tanaka J

Yamamoto C, Nagashima S, Svay S, Hok S, Do SH, Chuon C, Ko K, Fujii H, Katayama K, Takahashi K, Tanaka J

田中純子

Tanaka J

第42回日本血液事業学会総会，千葉（招待講演）

The 3rd MYONGJI INTERNATIONAL LIVER SYMPOSIUM，韓国（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Public awareness activities on hepatitis virus screening in Hiroshima prefecture and their effectiveness

Genetic variability of HCV among general population in Cambodia

我が国の肝炎ウイルス感染　最新の話題

Epidemiology of HBV and HCV infections in Japan from the viewpoint of viral hepatitis eradication

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 APASL Single Topic Conference on Hepatitis B Virus Taipei，Taiwan（招待講演）（国際学会）

第54回日本肝臓学会総会，大阪

第54回日本肝臓学会総会，大阪

第54回日本肝臓学会総会，大阪

大久真幸，松尾順子，田中純子

田中純子

Ko Ko，永島慎太郎，山本周子，Mutalov Boburjou，Juraev Jasur,杉山文，大久真幸，秋田智之，片山惠子，田中純子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tanaka J

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

診療報酬記録に基づいた肝疾患関連患者の重複疾患数の推計

特別発言　肝炎ウイルスの新規感染や再活性化の現状とその対策

透析患者コホート疫学調査2017-血液透析患者コホートの長期予後と死因に関する調査研究-
 ２．発表標題

Pathway from the Epidemiological Point of View; Moving towards the Elimination of HBV & HCV in Japan

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第54回日本肝臓学会総会，大阪

第54回日本肝臓学会総会，大阪

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Chuon Channarena，Ko Ko，永島慎太郎，山本周子，山下真未，秋田智之，杉山文，大久真幸，片山惠子，Ork V，Md Shafiqul H，田中純
子

大久真幸，三浦宜彦，田中純子

山本周子，永島慎太郎， Chuon Channarena，Ko Ko，大久真幸，秋田智之，片山惠子，高橋和明，田中純子

永島慎太郎，山本周子，山下真未，Ko Ko，片山惠子，小山富子，田中純子

第54回日本肝臓学会総会，大阪

第54回日本肝臓学会総会，大阪

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

カンボジアにおけるHBユニバーサルワクチン導入後に出生した児におけるHBV感染状況把握のための血清疫学研究：層化無作為抽出法によ
る全国調査

日本における肝がん死亡の地理的分布に関する研究2011-2015年を追加した、計45年間の推移

DBSを用いた肝炎ウイルスマーカー測定の検出効率の検討

小児生活習慣病健診受診者3,774例を対象とした肝炎ウイルス感染状況および、B型肝炎ウイルス測定系の比較

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第54回日本肝臓学会総会，大阪

第54回日本肝臓学会総会，大阪

杉山文，山下真未，田中純子

田中純子，杉山文，考藤達哉

Ko K, Nagashima S, Yamamoto C, Chuon C, Boburjon M, Jasur J,  Sugiyama A, Matsuo J,  Katayama K, Takahashi K, Tanaka J

Nagashima S, Yamamoto C, Ko K, Chuon C, Sugiyama A, Akita T, Katayama K, Tanaka J

APASL(Asian Pacific Association for the Study of the Liver-Single Topic Conference 2018)，横浜（国際学会）

APASL(Asian Pacific Association for the Study of the Liver-Single Topic Conference 2018)，横浜（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

HBV母子感染防止事業における妊婦集団のHBs抗原陽性率と感染防止に関する疫学的考察

全国の肝炎ウイルス検査受験状況に関する調査研究-平成29年度肝炎検査受検状況実態把握全国調査（国民調査）の結果から-

A 18-year followed-up cohort study on long term prognosis related to hepatitis virus infection among hemodialysis patients
in Hiroshima

The research of acquisition HBsAb after HB vaccination among 832 medical and dental students

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

APASL(Asian Pacific Association for the Study of the Liver-Single Topic Conference 2018)，横浜（国際学会）

53rd the international liver congress 2018 (EASL)，Paris, France（国際学会）

11th European Public Health Conference, Ljubljana（国際学会）

Preventing Overdiagnosis2018, Copenhagen（国際学会）

Tanaka J, Woodring J, Vichit O, Wasley A, Bunsoth M, Nagashima S, Yamamoto C, Chuon C, Ko K, Hossain MS

Takahashi H

Takahashi H, Machii R, Matsuda K, Saika K, Nakayama T

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Murata T, Yamamoto K, Fukuoka T, Mizuno S, Sugiyama A, Tanaka J

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sero-prevalence of Hepatitis B surface antigen among 5-7 years old children and their mothers in Cambodia by nationwide
multi-stage stratified random sampling strategy

Overdiagnosis by conducting cancer screening other than guidelines in Japan

Overdiagnosis by conducting cancer screening other than guidelines in Japan
 ２．発表標題

False-positive reactions of anti-HCV after aortic replacement surgery

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第77回日本癌学会学術総会, 大阪

The Joint Conference of the Symposiums of the Sustainable Forest Ecosystem Management 2018 and the IUFRO 4.02.02（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masayoshi Takahashi, Ken-ichi Kamo, Tetsuji Tonda

高橋宏和

中山富雄、高橋宏和

高橋宏和

産業衛生学会関東地方会283回例会　シンポジウム, 東京

第77回日本公衆衛生学会総会　シンポジウム座長, 郡山

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Growth trend analysis of Japanese Larch (Larix kaempferi) in Japan using long term monitoring data and growth function
selection

職場におけるがん検診

科学的根拠に基づくがん検診を職域で行うための課題と展望（座長）

研究格差社会をどう生きるか

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

FORMATH2019（国際学会）

地域がん登録全国協議会第27回学術集会, 沖縄

Masayoshi Takahashi, Ken-ichi Kamo, Tetsuji Tonda.

加茂憲一

Rei Goto

Rei Goto

ISPOR(International Society of Pharmacoeconomics and Outcome Research) Asia-pacific meeting, Tokyo（招待講演）（国際学会）

ISPOR(International Society of Pharmacoeconomics and Outcome Research) Asia-pacific meeting, Tokyo（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Appropriate growth function for tree height model of Japanese Larch

全国がん罹患数推定値における登録率の推定

Challenges in HTA of medical devices in countries with limited experience: situations in Japan

Value of innovative medications from the patients’ perspectives in Asia: situations in Japan

 １．発表者名



2018年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ISCP (International Society of Cardiovascular Pharmacology 23rd Annual Scientific Meeting, Kyoto, Japan（招待講演）（国際学
会）

がん予防学術大会

がん予防学術大会

The 21st International Epidemiological Association World Congress of Epidemiology（国際学会）

加茂憲一，伊藤ゆり，福井敬祐，片野田耕太.

中山富雄，伊藤ゆり，福井敬祐，加茂憲一，雑賀公美子.

K.Kamo, K.Fukui, Y.Ito, K.Katanoda.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Rei Goto

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シミュレーションモデルを用いた大腸がん死亡リスク低減の定量化

がん検診対象者の年齢上限に関する検討

Microsimulation model for colorectal cancerto estimate effect of FOBT screening programme and improvement in cancer care in
Japan: CAMOS-J CRC

 ２．発表標題

Cost-effectiveness of smoking cessation

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本肝臓学会西部会

第76回日本公衆衛生学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

坂宗和明、松下毅彦、栗栖あけみ、田中純子.

福井敬祐, 伊藤ゆり, 加茂憲一, 片野田耕太, 中山富雄.
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